
生活支援型コミュニケーションWG生活支援型コミュニケーションWG

活動目標
●一般生活者と共生するコミュニケーションロボットの仕様検討・研究開発

等。一般生活者をロボットが支援できるシーンの網羅的検討と生活者支援
に必要なコミュニケーション技術の抽出(生体センシング、環境センシン
グ、情報分析、対話シナリオ生成、ノンバーバル対話表現）

●実生活で役立つ各種アプリケーションの開発と評価分析
●活動成果の広報

体制
主査 山田 敬嗣（NEC）
メンバー
NEC、三洋電機、シャープ、船井電機、大阪工業大学、同志社大学、
関西医科大学、ATR、関西経済連合会、NICT

活動経過
4月：生活支援とネットワークロボットの関係検討会（合宿）
9月：ネットワークロボットが貢献できる生活シーン検討会

今後の予定
12月、2月：生活者センシング技術と生活支援の研究開発項目検討

ネットワークロボット分科会
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開発

システム開発
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ネットワークロボット分科会

生活支援型コミュニケーションWG生活支援型コミュニケーションWG

ウエアラブル
生体センサ
（心拍計、

加速度センサ）

教育コミュニケーション

環境組み込みセンサ
（尿検査、体温、他

ウエルネストレーナ･コミュニケーション

遠隔講義支援
(コミュニケーション仲介、

講義代行ロボット）

遠隔医療支援
(コミュニケーション仲介）

健康増進トレーナ
(コミュニケーション仲介、

トレーナロボット）

医療・介護
コミュニケーション

ネットワークロボットとのコミュニケーションによる生活支援

実世界
ナビゲーション

外環境認識＆
情報検索

観光ガイド

ナビゲーション・
バーチャル観光

バーチャル型

ビジブル型

ビジブル
型

アンコンシャス型

アンコンシャス型

ビジブル型／バーチャル型


